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山梨学院大学の学生から昭和町議会への

政策提案発表会
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追跡 あの質問はどうなった18
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•表題（しょうわ）については

「押原小学校 6年1組 河田 実侑（かわたみゆ）さん」の直筆です。



令和2年12月18日（金）、山梨学院大学法学部の教授と学生及び昭和町議会は

第3回政策提案発表会を新型コロナウイルス感染症対策を実施した上で開催しました。
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昭和町議会への

議会の活動を若者にも知ってもらうため、若者世代が利用しているSNSや

YouTubeを活用した情報発信などを提案する。
日高ゼミ

【質問】議会だよりの企画の1つである「議会クイズ」への応募が低調だが、若者

目線で打開策はないか。

【回答】イラストを加えるなど、目に留まるような工夫をしてはどうか

【意見】昭和町議会では議会モニターが6人いるが、別枠として学生のみなさんに

もモニターとして参加してもらいたいくらい参考になる内容だった。

議会から

ウィズコロナ時代において、避難所での対策や教育現場、企業、飲食店などへの

支援体制の整備が問題視されている。そこで、感染症対策を意識した避難所設

営や児童生徒のケア策、企業・事業者への支援策などを提案する。

外川ゼミ

【意見1】一時的避難の方法として提案いただいた「車中泊」は大変参考になった。

また観光バス会社にも協力を依頼できるのではと感じた。

【意見2】感染症が発生したときに感染対策と経済対策を両立することは難しいこ

とだが、提案いただいた内容を参考に当局と協議していきたい。

議会から

コロナ禍などの危機的状況下においても、教育水準や議会の役割を維持するこ

とは重要である。そこで、ICTを活用したCS※1の運営や議会BCP※2の作成、オンラ

イン会議の導入などを提案する。
※1：コミュニティースクール　※2：事業継続計画（P5の「ほたるんに聞いてみよう」にて解説）

江藤ゼミ

【意見1】オンラインで学校運営協議会を開催することについては、力を入れて進

めていくよう提案していく。

【意見2】当局ではすでにBCPを作成しているが、当議会ではまだ作成していな

い。オンラインでの審査などについては慎重に協議する必要があると思うが、災

害に備えるためにも、議会BCPについて、早急に議論し作成したい。

議会から

①危機状況下に対応したコミュニティ・スクールの運営

②危機状況における議員・議会の動向

③昭和町議会の広報公聴活動の現状と課題

④ウィズコロナ時代における防災・危機管理についての提案

⑤ウィズコロナ時代における「新しい生活様式」の支援

今回、学生のみなさんからいただいた提案は以下の5つです
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ねぇねぇほたるん、P2、3の政策提案発表会で

学生のみなさんが提案してくれた「BCP」ってなぁに？

詳細は3月末更新予定のHPの会議録をご覧ください　　　　　　　　※石原高明議員は議長のため、採決には加わっていません。

　「BCP」は日本語では「事業継続計画」っていって、自然災害などの

緊急事態が発生したときに、被害を最小限に抑えながら事業を続け

て、元の状態に戻すための計画のことだよ。これがあれば災害が起

きたときにも何をすればいいかわかるから、あわてず適切な行動が

とれるんだ。昭和町議会でも作成に向けて動きだしたよ。

ほたるんに聞いてみよう！

12月定例会で決まったこと
令和2年12月定例会は、11月30日から12月9日まで10日間の会期で開催しました。町長提出の条例関係

10案件、令和2年度一般会計及び特別会計補正予算関係6案件、その他2案件の計18案件を審議しました。

議案

第55号

案 件 名 内  容 審議結果種 別

昭和町職員給与条例中改正の件
昭和町職員について期末手当の支給月の引下げを行うため

の条例改正

昭和町特別職の職員で常勤のものの

給与及び旅費に関する条例中改正の件

昭和町特別職の職員で常勤のものについて期末手当の支

給月の引下げを行うための条例改正

昭和町議会の議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例中改正の件

昭和町職員について期末手当の支給月の引下げを行うため

の条例改正

昭和町会計年度任用職員の給与及び

費用弁償に関する条例中改正の件

昭和町会計年度任用職員について期末手当の支給月の引

下げを翌会計年度から適用するための条例改正

学習者用端末充電保管庫購入契約締

結の件

小中学生に配布するタブレット端末の充電保管庫購入につ

いて

昭和町課設置条例中改正の件 大型事業開始に伴い職員の再配置を行うための条例改正

昭和町各区区長等常設役員設置条例

中改正の件

各区区長代理の会議出席に際し、実費弁償の処遇改善を図

るための条例改正

昭和町国民健康保険条例中改正の件
新型コロナウイルス感染症に感染した被用者に対する傷病

手当金の支給対象期間が延長されたことに伴う条例改正

昭和町国民健康保険税条例中改正の件
国民健康保険税の軽減判定所得基準が見直されたことに伴

う条例改正

昭和町後期高齢者医療に関する条例中

改正の件

後期高齢者医療制度の被保険者の保険料における延滞金

等の改正を行うための条例改正

昭和町介護保険条例中改正の件
介護保険制度の被保険者の保険料における延滞金等の改

正を行うための条例改正

令和2年度昭和町一般会計及び特別会

計補正予算について

令和2年度の一般会計及び国民健康保険、後期高齢者医療、介護保

険、介護サービス、並びに下水道事業特別会計補正予算について

不妊治療への保険適用の拡大を求め

る意見書の提出について

不妊治療を行う人が安心して治療に取り組むことができるよ

う適切な措置を講じることを要望する意見書

議案

第56号

議案

第57号

議案

第58号

議案

第59号

議案

第60号

議案

第61号

議案

第62号

議案

第63号

議案

第64号

議案

第65号

議案第66号

～第71号

議提

第4号

全員賛成で
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可決

全員賛成で

可決

全員賛成で

可決

全員賛成で

可決

全員賛成で

可決

全員賛成で
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全員賛成で
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可決

全員賛成で

可決
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可決

地方財源確保を求める意見書
令和2年10月臨時会は、10月22日の１日間の会期で開催しました。

今臨時会では、議会提出の1案件を審議しました。

　新型コロナウイルス感染症の拡大は、いまだに甚大な経済

的・社会的影響をもたらしており、国民生活への不安が続いて

います。この中で、地方税等の大幅な減少により、今後の地方

財政はかつてない厳しい状況になることが予想されます。

　このような状況において、地域の実情に応じた行政サービ

スを安定的かつ持続的に提供していくためには、地方税等の

一般財源総額の確保・充実を強く国に求めていくことが不可

欠です。

　以上から、昭和町議会では、議提第3号「新型コロナウイル

ス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方財

源の確保を求める意見書の提出について」を10月臨時会に提

出し、全員賛成で可決しました。その後、内閣府や衆参議院な

どの関係機関に対して意見書を提出しました。

10月
臨時会

提案者  河田　あけみ 議員

副議長の交代

　副議長就任にあたりまして、一言ご挨拶

を申し上げます。

　副議長の重責を痛感しているところで

ありますが、議会の運営を円滑・効率的に

行えるよう皆様方のお力添えを賜りなが

ら、石原 高明議長の目指す議会改革等の

実現に向け、微力ではありますが、誠心誠

意、補佐していく所存であります。

　また、議員間の意思疎通のパイプ役とし

て、議会の更なる飛躍に取り組んで参りた

いと考えております。

令和2年10月16日に石原一好議員から副議長職の辞職願が提出されたことを受け、今臨時会で

は、副議長の選挙についても行いました。これにより、新たに金丸富一議員（前広報編集常任委員

長）が副議長に就任し、小林耐三議員が新たに広報編集常任委員長に就任しました。

広報編集常任委員長

小林　耐三

副議長

金丸　富一

新副議長の挨拶
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海
野
委
員
　
児
童
虐
待
へ
の

対
応
は
子
育
て
支
援
課
が
担

当
と
の
こ
と
だ
が
、
支
援
の
対

象
年
齢
は
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
な
ど
と
の
連
携
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
対
象

は
18

歳
ま
で
。
学
校
教
育
課
・

い
き
い
き
健
康
課
の
保
健
師

と
も
協
力
し
合
い
な
が
ら
取

り
組
む
。
ま
た
、
児
童
相
談

所
、
小
中
高
の
学
校
と
も
相

談
し
な
が
ら
対
応
を
考
え
て

い
く
。

長
田
委
員
　
上
野
原
市
で
は

65

歳
以
上
の
要
介
護
認
定
者

や
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
を
対

象
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
２
万
円

全
額
補
助
を
す
る
が
、
本
町

で
も
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

薬
袋
委
員
　
昭
和
町
の
保
育

園
や
学
校
は
安
全
だ
と
Ｐ
Ｒ

す
る
意
味
か
ら
も
先
生
た
ち

に
P
C
R
検
査
を
受
け
て
も

ら
っ
て
は
ど
う
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
東
京

都
と
隣
接
す
る
上
野
原
市

は
、
同
じ
県
内
で
も
昭
和
町

と
は
事
情
が
異
な
る
。

　
P
C
R
検
査
は
、
感
染
が

拡
大
し
て
い
る
現
段
階
で
は
、

症
状
の
あ
る
方
や
濃
厚
接
触

の
あ
っ
た
方
を
優
先
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
体
制
を
脅

12
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

12
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

　
地
下
水
採
取
の
適
正
化
に

関
す
る
条
例
に
基
づ
く
井
戸

設
置
届
出
に
つ
い
て
、
担
当
課

よ
り
３
件
の
報
告
が
あ
っ
た
。

樋
口
委
員
　
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
に
印
伝
の
製
品
は

入
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
印
伝
の
名
刺
入
れ

や
か
ば
ん
を
登
録
す
る
こ
と

は
で
き
る
の
か
。

総
務
課
長
　
ハ
ン
コ
ケ
ー
ス
が

印
伝
の
製
品
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
内
の
事
業
者
で

製
品
を
売
っ
て
い
る
だ
け
で
は

返
礼
品
と
し
て
扱
え
な
い
。

製
造
、
加
工
、も
し
く
は
付
加

価
値
を
付
け
て
い
る
製
品
で

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

児
童
虐
待
へ
の
対
応
は

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
を

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
規
制
は

保
育
園
の
定
員
は

ス
ク
ラ
ッ
プ
置
き
場
へ
の

対
応
は

各
区
常
設
役
員

設
置
条
例
の
改
正
と
は

新設した子育て支援課

サポカー補助金啓発ロゴ

土曜学習塾「ほたる學舎」

質
問
は
要
約

さ
れ
て
い
ま
す

議
会
だ
よ
り
で
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
審
議
し
た
議
案
や
質
問
・

答
弁
の
内
容

を
要
約
し
て
載
せ
て
い
ま
す
。
会
議
の
内
容
は
、
会
議
録
に
詳
細
に
記
録
さ
れ

て
お
り
、
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
源
対
策
特
別
委
員
会

地
方
分
権
対
策

特
別
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

小
林
委
員
　
今
年
度
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
予
備
費
を
多
く
予
算

化
し
て
い
る
が
、
使
用
状
況

は
。

総
務
課
長
　
９
月
議
会
に
て

予
備
費
を
１
千
万
円
増
額
し

た
が
、
９
月
以
降
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
感
染
症

対
策
支
援
や
、
総
合
体
育
館

の
事
務
所
エ
ア
コ
ン
の
修
理
な

ど
に
予
備
費
を
使
っ
た
。

　
現
在
、
予
算
残
高
は
９
９

５
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

樋
口
委
員
　
町
長
の
公
約
に

あ
る
公
営
塾
は
好
評
で
あ
る

が
、生
徒
数
は
何
人
か
。

　
ま
た
、
令
和
3
年
２
月
で

終
わ
る
が
来
年
度
は
ど
う
す

る
の
か
。

予
備
費
の
使
用
状
況
は

長
田
議
員
　
こ
の
条
例
改
正

は
、
区
長
代
理
に
対
す
る
費

用
弁
償
を
条
例
に
規
定
し
た

と
い
う
こ
と
か
。

　
ま
た
、
区
に
よ
っ
て
区
長
代

理
の
数
は
違
う
が
、
全
員
分

の
予
算
を
計
上
す
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
各
区
の
常

設
役
員
の
中
で
、
区
長
代
理

と
い
う
役
職
に
つ
い
て
、
そ
れ

以
外
の
役
職
と
同
様
に
会
議

へ
出
席
し
た
場
合
、１
回
に
つ

き
５
０
０
円
の
費
用
弁
償
を

行
う
と
い
う
改
正
。

　
ま
た
、
区
長
代
理
全
員
分

の
予
算
を
計
上
す
る
。

石
原
（
政
）
委
員
　
車
の
踏

み
間
違
い
防
止
装
置
の
購
入

補
助
に
つ
い
て
、
町
で
現
在
、

検
討
し
て
い
る
こ
と
は
あ
る

か
。

公
営
塾
の
状
況
と
今
後
は

サ
ポ
カ
ー
補
助
金
は

ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
は

総
務
教
育
常
任
委
員
会

（委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員）

か
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
P
C
R
検
査
が
陰

性
で
も
、そ
れ
は
そ
の
時
点
で

の
陰
性
を
確
認
す
る
も
の

で
、
今
後
の
安
全
安
心
を
保

障
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本

町
で
は
上
野
原
市
と
同
様
の

支
援
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今

後
、
町
内
の
学
校
等
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
す
る
よ
う
な
場

合
に
は
、
医
療
機
関
と
相
談

し
、
町
独
自
の
P
C
R
検
査

へ
の
補
助
等
を
検
討
す
る
必

要
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

石
原
（
高
）
議
員
　
休
耕
地

等
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

す
る
人
が
増
え
て
き
て
い
る

が
、
台
風
で
パ
ネ
ル
が
飛
ば
さ

れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の

で
規
制
で
き
な
い
か
。

都
市
整
備
課
長
　
太
陽
光
パ

ネ
ル
に
つ
い
て
は
規
制
す
る
も

の
が
な
い
。
開
発
を
伴
う
行

為
で
あ
れ
ば
町
で
把
握
で
き

る
が
、
開
発
を
伴
わ
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
把
握
す
る
こ
と
が

難
し
い
の
で
関
係
課
と
協
議

し
検
討
す
る
。

河
田
議
員
　
昭
和
町
の
保
育

園
や
こ
ど
も
園
の
定
員
は
、ど

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る

か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
第
2

期
子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画

に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る

が
、
他
市
町
の
保
育
園
に
も

お
願
い
し
て
い
る
。
で
き
る
だ

け
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

海
野
委
員
　
ス
ク
ラ
ッ
プ
置

き
場
へ
の
苦
情
が
多
い
の
で
調

査
し
て
ほ
し
い
。

石
原
（
高
）
議
員
　
以
前
、
油

が
漏
れ
た
こ
と
が
あ
る
ス
ク

ラ
ッ
プ
置
き
場
は
定
期
的
に

指
導
し
て
い
る
か
。
ま
た
市

街
化
調
整
区
域
内
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
置
き
場
は
町
で
規
制

で
き
な
い
か
。

都
市
整
備
課
長
　
現
在
、
定

期
的
な
指
導
は
行
っ
て
い
な

い
。
環
境
経
済
課
と
相
談
し

な
が
ら
検
討
す
る
。

教
育
長
　
土
曜
学
習
塾
「
ほ

た
る
學
舎
」
と
し
て
、
当
初
４

月
か
ら
開
始
す
る
予
定
だ
っ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
10

月
か
ら

の
実
施
と
な
っ
た
。
当
初
の
見

込
み
人
数
を
上
回
り
、
実
際

は
50

人
を
超
え
る
参
加
児
童

で
あ
る
。
ま
た
、
徐
々
に
増
え

て
い
る
。

　
来
年
度
も
小
学
校
区
ご

と
、同
様
な
形
で
実
施
し
、
内

容
や
規
模
の
充
実
、
拡
大
を

図
っ
て
い
く
。

企
画
財
政
課
長
　
サ
ポ
カ
ー

補
助
金
に
つ
い
て
は
国
の
補

助
金
制
度
が
改
正
さ
れ
、
後

付
け
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急

発
進
抑
制
装
置
の
障
害
物
検

知
機
能
が
付
い
て
い
る
も
の

で
４
万
円
、
障
害
物
検
知
機

能
が
付
い
て
い
な
い
も
の
で
２

万
円
の
購
入
補
助
と
な
っ
て

い
る
。

　
町
と
し
て
は
国
の
補
助
金

制
度
の
広
報
を
し
な
が
ら
、

町
の
単
独
補
助
を
検
討
し
て

い
く
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

の
利
便
性
を
考
え
て
公
共
施
設

の
再
編
計
画
を
策
定
す
る
。

　
中
央
公
民
館
に
つ
い
て
も
、（
仮

称
）
公
共
施
設
の
あ
り
方
検
討

会
や
再
編
計
画
の
中
で
方
策
を

検
討
し
て
い
く
。

　中
央
公
民
館
が
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
こ
と
を
利
用

者
全
員
に
周
知
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
迅
速
に
再
編
計
画
を
進
め
、
利

用
者
に
は
、
何
ら
か
の
形
で
広
く

周
知
し
て
い
く
。

　本
町
の
入
札
制
度
は
予
定
価

格
の
事
前
公
表
を
採
用
し
て
い

る
が
、
予
定
価
格
が
目
安
と
な
っ

て
競
争
が
制
限
さ
れ
て
落
札
価

格
が
高
止
ま
り
に
な
る
こ
と
、

業
者
の
見
積
も
り
努
力
を
損
な

　
今
後
も
地
域
に
愛
さ
れ
る
都

市
公
園
と
な
る
よ
う
周
辺
住
民

の
意
向
も
確
認
し
な
が
ら
活
用

方
法
の
検
討
、
管
理
運
営
に
努

め
、
魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

　公
園
管
理
は
業
者
に
依
頼
す

る
だ
け
で
な
く
、
押
原
公
園
の
よ

う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の
養
成
な
ど
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
常
永
ゆ
め
広
場
で
は
ど
う

か
。

　
町
民
の
主
体
的
、
自
発
的
活

動
を
含
め
、
地
域
と
密
着
し
た
公

園
管
理
を
進
め
て
い
く
。

わ
せ
る
こ
と
、
入
札
談
合
が
容

易
に
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
改

善
の
余
地
は
な
い
か
。

　
落
札
金
額
が
低
く
な
る
こ
と

を
望
む
が
、
適
正
な
対
価
が
支
払

わ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ
。

　
ま
た
、
入
札
金
額
は
、
町
が
提

供
す
る
金
額
の
記
載
の
な
い
設
計

書
に
よ
り
、
入
札
参
加
者
が
企
業

努
力
に
よ
り
積
算
し
、
作
成
し
て

い
る
。

　
本
町
の
入
札
制
度
は
適
正
な

も
の
と
理
解
し
て
お
り
、こ
れ
ま

で
ど
お
り
予
定
価
格
の
事
前
公

表
を
行
う
こ
と
で
、
適
正
な
入
札

制
度
を
維
持
し
て
い
く
。

　
過
去
に
お
い
て
2

位
と
3

位

ま
た
は
、
3

位
と
4

位
な
ど
下

位
で
の
同
額
入
札
は
少
な
く
な

い
が
「

1

位
同
額
」
が
全
く
な

い
。
不
思
議
で
は
な
い
か
。

　
本
町
で
は
こ
れ
ま
で
1
位
同

額
の
入
札
は
な
い
が
、
同
額
の
場

合
は
抽
選
で
行
う
。

　中
央
公
民
館
は
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
お
ら
ず
、
住
民
の
利

用
制
限
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
の

事
務
室
も
速
や
か
に
移
転
す
べ

き
だ
。

　大
震
災
発
生
の
恐
れ
も
あ
る

中
、
人
的
災
害
で
あ
る
と
の
責

め
を
負
い
か
ね
な
い
。
速
や
か
な

決
断
を
。

　
町
で
は
令
和
２
年
度
か
ら
公

共
施
設
の
あ
り
方
検
討
を
進
め

て
い
て
、
同
年
度
内
に
公
共
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
町
民
の
意

向
調
査
の
実
施
と
分
析
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

　
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、
町
民

一般質問の内容は議会事務局及び2月末更新のHP会議録からも閲覧できます。
※質問・答弁はスペースの都合上、

　要約されています。

堀　門太 議員

ほ り も ん た

　コ
ロ
ナ
禍
で
も
高
齢
者
が
健

康
を
保
て
る
支
援
策
と
し
て
、

例
え
ば
65

歳
以
上
に
経
口
補
水

液
等
を
補
う
こ
と
を
習
慣
化
で

き
る
よ
う
、
5

0

0

0
円
の
支
援

金
を
支
給
し
て
は
ど
う
か
。

　
高
齢
者
が
元
気
で
健
康
を
保

て
る
よ
う
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
て
い
る
介
護
予
防
の
観
点
を

重
視
し
た
支
援
活
動
や
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
。

　子
ど
も
の
頃
か
ら
感
謝
の
気

持
ち
を
教
え
る
こ
と
で
、
そ
れ
が

植
え
付
け
ら
れ
、
行
動
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。

　学
校
で
感
謝
す
る
環
境
づ
く

り
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
各
小
中
学
校
で
は
、「
感
謝
」

を
道
徳
的
価
値
項
目
と
し
て
教

育
課
程
に
位
置
付
け
、
計
画
的

系
統
的
に
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
感
謝
」
の
心
を
育
て
る
学
校

教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
と
、
実
効

性
あ
る
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連

携
・
協
働
し
た
教
育
（
共
育
・
協

育
・
郷
育
）
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
。

薬
袋

薬
袋

町
長

教
育
長

町
長

総
務
課
長

総
務
課
長

町
長

Q 「常永ゆめ広場」の活用を！

A 活用方法を検討し、魅力ある公園づくりを進める

Q コロナ対策として
高齢者に支援金を！

A 高齢者の健康を保つ

支援活動を強化する

堀

Q 中央公民館を封鎖せよ！

A 公共施設の再編計画の中で

方策を検討する

　「
常
永
ゆ
め
広
場
」
を
地
域
活

性
化
や
町
内
外
へ
の
新
た
な
文

化
の
情
報
発
信
地
、
ま
た
防
災

基
地
と
し
て
の
役
割
に
も
な
る

よ
う
、
運
営
方
法
の
再
構
築
を

し
て
は
ど
う
か
。

　
「
常
永
ゆ
め
広
場
」
は
町
民
の

「
緑
の
憩
い
の
場
」
、「
ふ
れ
あ
い
の

場
」
と
な
る
よ
う
建
設
し
た
。
ま

た
災
害
派
遣
部
隊
の
受
け
入
れ

場
所
、
及
び
応
急
仮
設
住
宅
の
設

置
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
遊
具
の
設
置
も
検
討
し
て
い

る
。 金

丸

町
長

都
市
整
備
課
長

金丸　富一 議員

か ね ま る と み か ず

堀 Q

入
札
制
度
の

改
善
を
！

A

適
正
な
入
札
制
度

な
の
で
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
行
う
。

一般質問の内容は議会事務局及び2月末更新のHP

施策を問う施策を問う施策を問う ここが聞きたい

Q

学
校
で
感
謝
の

気
持
ち
を
育
む

環
境
づ
く
り
を
！

A

感
謝
の
心
を
育
て
る

学
校
教
育
の

充
実
に
努
め
る

薬袋　義久 議員

み な い よ し ひ さ

再
質
問

再
質
問

再
質
問

イベントのイメージ
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

町 民

行 政議 会

限
し
、
参
加
者
に
開
放
し
て
い
る

の
で
、
現
時
点
で
は
駐
車
場
の
有

料
化
は
難
し
い
。

　
今
後
検
討
を
進
め
る
公
共
施

設
の
再
編
計
画
に
も
関
係
し
て

く
る
の
で
、
そ
の
中
で
本
町
の
実

情
を
考
慮
し
検
討
し
て
い
く
。

　職
員
か
ら
駐
車
料
金
を
と
る

の
か
、と
ら
な
い
の
か
。
い
つ
ご
ろ

ま
で
に
結
論
が
で
る
の
か
。

　
料
金
は
と
る
方
向
で
検
討
す

る
が
、
現
状
で
は
必
ず
と
は
答
え

ら
れ
な
い
。

　
時
期
に
つ
い
て
も
再
編
計
画
の

中
で
考
え
て
い
く
。

定
で
あ
る
。

　
人
口
動
向
は
５
年
後
の
目
標

人
口
２
１
，５
０
０
人
を
目
指
し

て
町
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

　審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
既
に
決
ま
っ
て
お
り
、一
般
住

民
、
各
種
団
体
の
代
表
者
、
有
識

者
で
構
成
し
て
い
る
。

　借
地
料
の
軽
減
を
計
る
た
め

に
も
、職
員
の
駐
車
場
の
有
料
化

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
本
町
で
は
職
員
以
外
に
も
多

く
の
町
民
が
駐
車
場
を
利
用
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
行
事
等
が
あ
り
、
多
く

の
場
合
に
は
職
員
の
使
用
を
制

　第
6

次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
の
策
定
に
向
け
た
審
議
会

は
何
回
開
催
す
る
の
か
。

　町
民
か
ら
の
意
見
聴
取
、
議

会
へ
の
説
明
な
ど
具
体
的
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　ま
た
計
画
策
定
に
あ
た
り
、

人
口
動
向
の
見
込
み
は
。

　
年
度
内
に
審
議
会
を
３
回
開

催
す
る
予
定
で
、
議
会
に
は
12

月

末
に
後
期
基
本
計
画
（
素
案
）
を

説
明
す
る
。

　
そ
の
後
、
審
議
会
を
経
て
令
和

３
年
２
月
に
案
を
策
定
し
、パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
後
、２

月
下
旬
ご
ろ
議
員
説
明
す
る
予 河住　保茂 議員

か わ す み や す し げ

　令
和
9

年
5

月
に
供
用
開
始

を
目
指
し
て
い
る
昭
和
玉
穂
通

り
線
の
事
業
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
国
の
補
助
、
町
の
負
担
な
ど
の

概
算
事
業
費
と
今
後
の
年
次
計

画
は
。

　
令
和
2
年
度
か
ら
本
格
的
に

事
業
着
手
し
現
在
、
予
定
通
り

進
め
て
い
る
。

　
令
和
3
年
度
か
ら
順
次
用
地

交
渉
を
行
い
、
令
和
4
年
度
以

降
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
用
地

が
買
収
で
き
た
箇
所
か
ら
工
事

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
事
業
費
は
現
段
階
に
お
い
て
、

不
動
産
鑑
定
や
補
償
算
定
等
事

業
費
の
算
定
を
進
め
て
い
る
。
国

の
補
助
は
事
業
費
の
1
/
2
を

見
込
ん
で
い
る
。

　交
通
量
が
多
く
危
険
な
状
況

の
県
道
甲
府
市
川
三
郷
線
に
つ

い
て
、一
昨
年
に
押
越
の
東
側
の
一

部
ま
で
延
伸
し
た
歩
道
を
、
西

に
向
か
っ
て
押
越
、
河
東
中
島
周

辺
ま
で
延
伸
で
き
な
い
か
。

　
押
越
区
か
ら
中
央
市
に
か
け

て
の
町
内
ほ
と
ん
ど
の
区
間
に
お

い
て
歩
道
が
な
く
、
町
か
ら
の
要

望
を
受
け
、県
も
そ
の
状
況
を
把

握
し
て
い
る
。

　
早
期
の
事
業
着
手
に
繋
が
る

よ
う
、引
続
き
要
望
し
て
い
く
。

田
中

町
長

町
長

町
長

町
長

企
画
財
政
課
長

総
務
課
長

Q 自治基本条例策定の検討を！

A 今後、町民の要望があれば検討していく

Q
昭和玉穂中央通り線の
今後の年次計画は？

A 令和3年度から用地交渉、4年度から工事の予定

河
住

Q
第6次総合計画後期基本計画の
スケジュールは？

A
令和3年2月に案を策定し、

意見聴取、議員説明を行う

　情
報
の
共
有
や
町
民
参
加
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
運
営
の
基
本

と
な
る
理
念
や
原
則
、
町
民
、
町

長
・
行
政
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

と
責
任
、
情
報
公
開
、
計
画
・
審
議

会
等
へ
の
町
民
参
加
な
ど
基
本

的
ル
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
。

　甲
府
市
や
甲
斐
市
な
ど
多
く

の
市
町
村
で
は
、
す
で
に
条
例
を

制
定
し
て
い
る
。

　昭
和
町
で
も
、
町
長
そ
の
他
の

執
行
機
関
の
責
務
・
町
民
の
責

務
、
事
業
者
の
責
務
、
町
民
の
権

利
や
住
民
参
加
の
手
続
き
や
仕

組
み
、
町
民
協
働
の
仕
組
み
な

ど
、
し
っ
か
り
条
例
で
決
め
る
べ

き
と
考
え
る
。

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け

て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
条
例
が
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と

町
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
で
き
る

も
の
と
な
る
よ
う
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
本
町
は
町
政
運
営

を
行
う
中
で
、各
団
体
と
の
意
見

交
換
、計
画
策
定
時
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
、町
民
の

皆
様
の
意
見
を
聞
き
、参
加
し
や

す
い
環
境
を
整
え
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
実
施

し
た
町
民
満
足
度
調
査
や
、民
間

企
業
に
よ
る
住
み
こ
こ
ち
ラ
ン
キ

ン
グ
で
も
高
い
評
価
が
得
ら
れ
て

い
る
。

　
今
後
町
民
の
意
見
を
聴
く
中

で
要
望
が
あ
れ
ば
、自
治
基
本
条

例
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

海
野

町
長

海野　豊 議員

う み の ゆたか

河
住

Q

職
員
駐
車
場
の

有
料
化
の
検
討
を
！

A

現
時
点
で
は

難
し
く
、

今
後
検
討
し
て
い
く

田中　博愛 議員

ひ ろ よ した な か

田
中

Q

県
道
甲
府

市
川
三
郷
線
の

歩
道
の
延
伸
を
！

A

県
に
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く

再
質
問

再
質
問

昭和町役場及び押原中学校職員駐車場

情報共有

町民参加

協働
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

長田　信夫 議員

お さ だ の ぶ お

で
あ
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
、ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
か
ら
あ
ら
ゆ
る
対
策

を
一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　現
在
、
町
内
に
は
何
ヵ
所
の
貯

水
池
が
あ
る
の
か
。

　
調
整
池
は
地
下
式
が
5
ヵ
所
、

低
床
式
が
3
ヵ
所
あ
る
。

　浸
水
表
示
板
の
早
期
設
置
に

向
け
て
、
設
置
場
所
な
ど
事
前

調
査
を
進
め
て
は
。

　
国
庫
補
助
の
調
査
も
含
め
て
、

設
置
場
所
等
も
早
急
に
検
討
し

実
施
し
た
い
。

　水
害
対
策
と
し
て
釜
無
川
東

地
域
の
工
業
団
地
の
工
場
や
公

園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
し
て
、

地
下
に
貯
水
池
を
設
け
る
流
域

治
水
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う

か
。

　
令
和
2
年
9
月
に
発
足
し
た

富
士
川
流
域
治
水
協
議
会
で
、最

終
的
に
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
策
定
さ
れ
公
表
さ
れ
る
予
定

　地
域
の
水
害
リ
ス
ク
を
知

り
、
日
常
か
ら
災
害
へ
の
意
識
を

備
え
る
た
め
に
、
電
柱
等
へ
の
浸

水
の
数
値
の
標
記
を
取
り
入
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
釜
無
川
の
想
定
最
大
浸
水
深

を
予
測
し
て
い
る
状
況
下
に
あ

る
。

　
ま
た
、県
が
令
和
３
年
６
月
ま

で
に
県
管
理
の
鎌
田
川
の
浸
水
想

定
区
域
を
公
表
す
る
予
定
で
、そ

れ
に
伴
い
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
を
行
い
、
浸
水
表
示
板
の

設
置
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討

す
る
。

　町
内
の
保
育
所
等
4

園
で
の

障
が
い
児
保
育
へ
の
現
在
の
支

援
策
と
、
今
後
の
支
援
は
。

　
国
の
支
援
施
策
の
ほ
か
、
町
単

独
事
業
に
よ
る
助
成
金
の
交
付

も
行
っ
て
い
て
、
今
後
も
継
続
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
12

月
か
ら
稼
働
し
は
じ

め
た
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
と
相
互
の
連
携
を
密
に
、

子
ど
も
と
保
護
者
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い

く
。

　い
ざ
災
害
が
起
こ
っ
た
時
に

必
要
な
マ
ン
パ
ワ
ー
を
確
保
す

る
た
め
に
、
大
規
模
災
害
団
員
制

度
を
早
期
に
導
入
し
て
ほ
し
い
。

　
こ
の
制
度
の
導
入
は
有
効
な
手

立
て
と
考
え
る
。

　
本
町
の
消
防
職
員
Ｏ
Ｂ
や
消
防

団
Ｏ
Ｂ
、
防
災
士
や
自
主
防
災
組

織
等
の
地
域
防
災
に
対
し
て
高
い

知
識
と
技
能
、行
動
力
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
方
々
に
理
解
と
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
大
規
模
災

害
時
に
地
域
防
災
の
担
い
手
と
な

る
人
材
の
確
保
や
連
携
な
ど
、
制

度
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　連
携
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
各
地
域
の
消
防
団
O
B
グ
ル
ー

プ
等
が
、災
害
活
動
グ
ル
ー
プ
と
し

て
地
域
の
自
主
防
災
組
織
と
連

携
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
。

石
原

町
長

町
長

町
長

町
長

Q
災害時に活用可能な
家庭用蓄電池への補助金を！

A 先進事例調査等を行い、導入を検討していく

Q
保育園等での
障がい児保育の支援策は？

A
国に加え、町単独の

助成金交付を行っている

河
田

Q 浸水表示板の設置を！

A 設置を前向きに検討する

　家
庭
用
蓄
電
池
は
災
害
時
に

太
陽
光
発
電
に
よ
っ
て
貯
め
て

お
い
た
電
気
を
必
要
に
応
じ
て

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
緊
急

時
の
電
力
確
保
に
備
え
、
導
入

す
る
家
庭
が
急
増
し
て
い
る
。

　し
か
し
導
入
し
た
く
て
も
値

段
が
高
く
て
手
が
で
な
い
と
い

う
家
庭
も
多
い
。

　県
内
の
市
で
も
要
綱
を
制
定

し
、
住
宅
用
蓄
電
池
の
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
い
。

　本
町
で
も
補
助
金
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。

　
現
在
、
本
町
で
は
家
庭
用
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
設
置
に
対
し
て
の
補

助
金
は
あ
る
が
、
家
庭
用
蓄
電
池

に
対
す
る
補
助
制
度
が
な
い
。

　
町
の
施
設
で
は
、
総
合
体
育
館

や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
総

合
会
館
に
は
蓄
電
池
も
備
え
て

い
る
の
で
、
非
常
用
電
源
と
し
て
、

夜
間
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
家
庭
に
お
い
て
も
停
電
時
や

災
害
時
に
、
蓄
電
池
で
あ
る
程
度

の
電
源
を
自
ら
確
保
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
ま
た
災
害
時

の
「
自
助
」
を
促
す
う
え
で
も
有

効
で
あ
る
。

　
本
町
で
も
県
内
の
先
進
事
例

に
つ
い
て
、
補
助
要
件
等
さ
ま
ざ

ま
な
調
査
を
行
っ
た
う
え
で
、
実

績
等
も
勘
案
し
な
が
ら
、
導
入
を

検
討
す
る
。

　い
つ
ご
ろ
要
綱
を
制
定
す
る

の
か
。

　
具
体
的
な
要
綱
制
定
の
時
期

は
言
え
な
い
が
、
調
査
に
つ
い
て
は

早
期
に
着
手
す
る
。

長
田

町
長

環
境
経
済
課
長

再
質
問

石原　政信 議員

い し は ら ま さ の ぶ

企
画
財
政
課
長

石
原

Q

大
規
模
災
害

団
員
制
度
の

早
期
導
入
を
！

A

有
効
な
手
立
て

と
し
て
、
制
度
の

あ
り
方
を
検
討
す
る

再
質
問

再
質
問

再
質
問

河田　あけみ 議員

か わ だ

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

河
田

Q

水
害
対
策
と
し
て

流
域
治
水
の
導
入
を

A

流
域
治
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

基
づ
き
一
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
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井戸端会議井戸端会議井戸端会議
（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

令和2年度実施予定でありました以下の地区

に関しては、新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため、開催することができませんでした。

おもな

意
見
・
要
望
と

議
会
の
対
応

上
河
東
区 

（
第
3
回
）

Q

　山
伏
川
の
桜
並
木
の
歩
道
が

夜
暗
く
、
危
険
な
の
で
街
灯
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

A

　山
伏
川
の
西
側
（
イ
オ
ン
側
）

に
は
街
灯
が
あ
る
が
、
稲
の
生
育

に
影
響
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
現

在
点
灯
し
て
い
な
い
。
影
響
の
少

な
い
と
さ
れ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
街
灯
を

区
で
設
置
す
る
場
合
、
町
か
ら
補

助
金
が
出
る
が
、
該
当
箇
所
は
河

東
中
島
区
な
の
で
、
そ
ち
ら
か
ら

申
請
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
。

A
（
町
）

　区
内
道
路
に
あ
る
防

犯
灯
に
つ
い
て
は
、
町
か
ら
費
用

の
半
額
の
補
助
が
で
る
。

　ま
た
、
そ
の
後
の
管
理
は
区
に

お
願
い
し
て
い
る
。

Q

　（
仮
称
）
生
涯
学
習
館
に
つ

い
て
、
現
在
の
状
況
を
教
え
て
ほ

し
い
。

A

　町
長
は
（
仮
称
）
公
共
施
設

の
あ
り
方
検
討
会
を
開
き
、
生
涯

学
習
館
も
含
め
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
き
た
い
と
の
こ
と
だ

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

●
出
席
者

　区
民

　20
名

●
参
加
議
員

　6
名

●
担
当
常
任
委
員
会

　産
業
厚
生

●
開
催
日
・
場
所

　

　10
月
19
日
（
月
）

　上
河
東
区
公
会
堂

おもな

意
見
・
要
望
と
議
会
の
対
応

築
地
新
居
区 

（
第
5
回
）

●
出
席
者

　区
民

　20
名

●
参
加
議
員

　6
名

●
担
当
常
任
委
員
会

　産
業
厚
生

●
開
催
日
・
場
所

　

　11
月
17
日
（
火
）

　築
地
新
居
区
公
会
堂

（
※
１
）
の
設
置
が
努
力
義
務

と
な
っ
て
い
る
が
、
町
と
し
て
は

設
置
の
考
え
は
あ
る
か
。

A

　協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
他
団
体
の
状
況
を
鑑
み
て
、

前
向
き
に
検
討
す
る
よ
う
町
に

促
す
。

※
１

　消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議

会
と
は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
認

知
症
等
に
よ
り
判
断
が
不
十
分
と

な
っ
た
人
の
消
費
者
被
害
を
防
ぐ
た

め
の
組
織
の
こ
と

Q

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
町
の

災
害
対
応
に
つ
い
て
、
教
え
て

ほ
し
い
。

A

　町
で
は
専
門
家
を
招
き
、

町
職
員
を
対
象
と
し
て
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
災
害
対
応
の
講

習
会
を
開
催
し
、
職
員
の
知
識
・

技
能
の
向
上
を
図
っ
た
。

　ま
た
、
各
避
難
所
で
の
人
口

密
度
を
下
げ
る
た
め
、
新
た
に

町
立
図
書
館
と
温
水
プ
ー
ル
を

避
難
所
と
し
て
追
加
登
録
す
る
。

　さ
ら
に
、
町
内
民
間
宿

泊
施
設
等
へ
も
避
難
所
登

録
の
協
力
を
求
め
て
い
る
。

な
お
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
現
在
、
災
害
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
見
直
し
中
で
、
令

和
３
年
に
完
成
予
定
。

　一
方
、
議
会
と
し
て
は
、

町
民
や
各
学
校
か
ら
の
意

見
・
要
望
を
集
約
し
、
提

言
書
と
し
て
ま
と
め
、
11

月
中
に
町
長
に
提
出
す
る

予
定
。

Q

　法
令
に
よ
り
消
費
者

安
全
確
保
地
域
協
議
会

響
で
開
催
が
で
き
て
い
な
い
。

　新
年
度
に
な
れ
ば
動
き
出
す
と

の
こ
と
だ
が
、
議
会
か
ら
も
結
論

を
早
く
出
す
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

おもな

意
見
・
要
望
と
議
会
の
対
応

河
東
中
島
区 

（
第
2
回
）

●
出
席
者

　区
民

　25
名

●
参
加
議
員

　6
名

●
担
当
常
任
委
員
会

　総
務
教
育

●
開
催
日
・
場
所

　

　10
月
18
日
（
日
）

　河
東
中
島
区
公
会
堂

今
ま
で
過
大
に
や
り
す
ぎ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
大
切
だ
と
は
思
う
が
、
来
年

も
規
模
を
縮
小
す
る
の
が
い
い

の
で
は
。

A

　今
後
は
縮
小
し
て
い
く
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
担
当
課

へ
意
見
と
し
て
伝
え
る
。

Q

　河
東
中
島
区
は
町
内
で
も

標
高
が
高
く
豪
雨
被
害
に
つ
い

て
は
少
し
安
心
し
て
い
る
が
、

身
延
線
の
下
を
流
れ
る
川
に
ゴ

ミ
が
多
く
、
区
民
で
は
清
掃
が

で
き
な
い
。
氾
濫
す
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
対
応
し
て
ほ
し
い
。

A

　町
と
協
議
を
し
て
い
く
。

区
民
に
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ

う
に
す
る
。

A
（
町
）

　現
地
を
確
認
し
、
Ｊ

Ｒ
と
協
議
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。

Q

　空
き
家
対
策
に
つ
い

て
、
町
や
議
会
で
何
か
考

え
は
あ
る
の
か
。

A

　議
会
で
も
空
き
家
の

視
察
を
行
い
、
町
へ
の
提

言
も
し
て
い
る
が
、
連
絡

が
つ
か
な
い
な
ど
検
討
課

題
は
多
く
あ
る
。
今
後
も

協
議
し
て
い
く
。

Q

　コ
ロ
ナ
禍
で
今
後
の

イ
ベ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
の
か
。
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
な
く
て

困
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

おもな

意
見
・
要
望
と
議
会
の
対
応

西
条
二
区 

（
第
4
回
）

●
出
席
者

　区
民

　46
名

●
参
加
議
員

　5
名

●
担
当
常
任
委
員
会

　総
務
教
育

●
開
催
日
・
場
所

　

　11
月
1
日
（
日
）

　西
条
二
区
公
会
堂

A

　定
期
的
に
で
は
な
い
が
修

正
は
さ
れ
る
。
町
に
確
認
す
る
。

A
（
町
）

　山
梨
県
で
令
和
３

年
６
月
ま
で
に
鎌
田
川
の
浸
水

想
定
区
域
を
公
表
す
る
予
定
な

の
で
、
そ
の
後
、
町
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
見
直
す
こ
と
に
な

る
。

Q

　来
年
、
町
制
施
行
50
周
年

に
な
る
が
、
町
で
は
な
に
か
イ

ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
る
の
か
。

A

　10
月
23

日
に
第
１
回
目
の

町
制
施
行
50

周
年
実
行
委
員
会

が
開
か
れ
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決

定
し
た
。
意
見
等
が
あ
れ
ば
区

を
通
し
て
町
に
伝
え
て
ほ
し
い
。

Q

　町
民
は
あ
ま
り
町
制
施
行

50

周
年
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と

思
う
。
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
た
ら
ど

う
か
。

A

　公
用
車
へ
の
ラ
ッ
ピ

ン
グ
や
役
場
庁
舎
へ
の
懸

垂
幕
な
ど
の
案
は
あ
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
な
ど
で
遅

れ
て
い
る
。
今
後
は
広
報

な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
う
町

に
伝
え
る
。

Q

　鎌
田
川
の
氾
濫
の
可

能
性
が
高
ま
り
、
浸
水
す

る
地
域
が
増
え
た
場
合
、

現
在
、
町
民
に
配
布
さ
れ

て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
見
直
さ
れ
、
改
訂
版
が

配
ら
れ
る
の
か
。

・西条一区　　　・清水新居区

・西条新田区　　・紙漉阿原区

・飯喰区　　　　・河西区

・上河東二区
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山梨学院大学との研修会
11月5日（木）午後1時30分～午後4時00分開催日

山梨学院大学

副学長
講 師

テーマ 地球温暖化対策

「地球は本当に温暖化しているのか」という懐疑

論から、温暖化の原因、そして行政や住民が温暖

化対策として何ができるのかについて意見を交

わした。

内 容

山梨学院大学との研修会
00分

「地球は本当に温暖化しているのか」という懐疑

論から、温暖化の原因、そして行政や住民が温暖

化対策として何ができるのかについて意見を交

11月20日（金）午後1時30分～午後4時00分開催日

テーマ 障がい者（障がい児）就労支援

障がいをもつ人の就労について、憲法や法律、

条例を通して考え、また超短時間雇用による多

様な就労形態の必要性についても講義をいただ

き、意見を交わした。

内 容

時00分

障がい者（障がい児）就労支援

障がいをもつ人の就労について、憲法や法律、

条例を通して考え、また超短時間雇用による多

様な就労形態の必要性についても講義をいただ

▼
5
日
（
木
）

● 

山
梨
学
院
大
学
研
修
会
（
第
5

回
）

▼
6
日
（
金
）

● 

中
央
市
・
甲
斐
市
庁
舎
視
察

▼
8
日
（
日
）

● 

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

総
合
消
防
訓
練

▼
9
日
（
月
）

● 

町
村
議
会
広
報
研
修
会

● 

町
制
施
行
50
周
年
実
行
委
員
会

▼
13
日
（
金
）

● 

区
長
と
議
員
と
の
意
見
交
換
会

▼
17
日
（
火
）

● 

築
地
新
居
区
井
戸
端
会
議

▼
19
日
（
木
）

● 

広
報
編
集
委
員
長
会
議

▼
20
日
（
金
）

● 

山
梨
学
院
大
学
研
修
会
（
第
6

回
）

▼
26
日
（
木
）

● 

議
会
運
営
委
員
会

　● 

全
員
協
議
会

▼
27
日
（
金
）

● 

町
村
議
会
議
長
会
議

▼
30
日
（
月
）

● 

令
和
2

年
第
4

回
定
例
会
（
12
月
議
会
）

▼
1
日
（
火
）〜
9
日
（
水
）

● 

令
和
2

年
第
4

回
定
例
会
（
12
月
議
会
）

▼
14
日
（
月
）

● 

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
運
営
委
員
会

▼
16
日
（
水
）

● 

町
制
施
行
50
周
年
実
行
委
員
会

▼
17
日
（
木
）

● 

広
報
編
集
常
任
委
員
会

▼
18
日
（
金
）

● 

山
梨
学
院
大
学
政
策
提
案
発
表
会

▼
22
日
（
火
）

● 

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
定
例
会

▼
24
日
（
木
）

● 

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
議
会
定
例
会

▼
25
日
（
金
）

● 

全
員
協
議
会

　● 

町
長
と
の
意
見
交
換
会

▼
2
日
（
金
）

● 

二
市
一
町
正
副
議
長
事
務
局
会
議

▼
5
日
（
月
）

● 

山
梨
学
院
大
学
研
修
会
（
第
4

回
）

▼
6
日
（
火
）

● 

広
報
編
集
常
任
委
員
会

▼
8
日
（
木
）

● 

全
員
協
議
会

▼
9
日
（
金
）

● 

町
村
議
会
議
員
研
修
会

▼
13
日
（
火
）

● 

広
報
編
集
常
任
委
員
会

▼
14
日
（
水
）

● 

山
梨
西
部
広
域
環
境
組
合

議
会
運
営
委
員
会

▼
15
日
（
木
）

● 

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

議
員
懇
話
会

● 

三
郡
衛
生
組
合
議
会
運
営
委
員
会

▼
18
日
（
日
）

● 

河
東
中
島
区
井
戸
端
会
議

▼
19
日
（
月
）

● 

上
河
東
区
井
戸
端
会
議

▼
21
日
（
水
）

● 

常
永
小
学
校
視
察

▼
22
日
（
木
）

● 

全
員
協
議
会

　● 

臨
時
議
会

▼
23
日
（
金
）

● 

町
制
施
行
50
周
年
実
行
委
員
会

▼
26
日
（
月
）

● 

知
事
と
の
意
見
交
換
会

● 

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
定
例
会

▼
28
日
（
水
）

● 

山
梨
西
部
広
域
環
境
組
合

議
会
定
例
会

▼
1
日
（
日
）

● 

西
条
二
区
井
戸
端
会
議

▼
2
日
（
月
）

● 

三
郡
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

10月から12月までの動き

丸山 正次 氏
まる やま まさ つぐ

山梨学院短期大学

非常勤講師
講 師 岡田  直 氏

おか だ ただし

区長と議員との意見交換会

新型コロナウイルス感染症の第三波が全国的に広がりを見せる中、昭和町議会では、区長との意見交換

会や井戸端会議、学校への訪問などを行い、町民のみなさまから町政や議会に対する多くのご意見やご

要望をいただいてきました。今回、その中でいただいた「町民の声」を「提言書」として集約し、今後の町

政に反映するよう、町長に提出しました。

令和2年11月13日（金）、昭和町議会は12地区の区長と意見交換会を実施しました。区の常設役員の報

酬やコロナ禍において行政に対応してほしいことなど意見を交わしました。

要望をいただいてきました。今回、その中でいただいた「町民の声」を「提言書」として集約し、今後の町

《新型コロナウイルス感染症対策》

①環境整備の充実（公共施設への足踏み式消毒スタンドの設置など）

②組織体制の強化（感染症専用窓口の設置など）

③地域経済活性化（更なる事業所等への支援など）

《政策》

①防災及び災害対策（町内の宿泊施設等と避難所の協定締結など）

②地域経済活性化（企業誘致の推進など）

③組織の充実（行政へのタブレット端末導入の推進など）

④公共施設のあり方（公共施設の今後の取組の提示）

⑤区行政の改善等（区長会長の手当の新設など）

⑥児童・生徒への支援（18歳までの医療費無料化など）

《常設役員の報酬》

●区長会長は一般の区長より活動の機会が多いので、区長会長の手当を検討してほしい。

●区長と他の常設役員との報酬金額の差が大きい。他の常設役員の報酬を上げられないか。

《コロナ禍における行政の対応》

●昭和町3活商品券は評価出来るが、飲食店にどれくらい還元できているのか。

　また、大型店ではなく、小さな店や飲食店等を応援してあげてほしい。

●区によってコロナ対策の基準がバラバラである。

　今後、感染者が増えた時のためにコロナ対策の専門部署を設置し、相談できるようにしてほしい。

《その他》

●町道30号線が来年開通するが、道路の安全対策について、警察としっかり協議してほしい。

町民の声を行政へ 町長へ提言書提出

区長から寄せられた意見

11
月

10
月

12
月
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議員の質問に、町当局が
その後どのように対応し、
どうなっているかを追跡・
検証してみました。

188号
（この号）を

読んでください

ヒント

【あて先】

●〒409-3880 昭和町押越542-2

　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛

●FAX:055-275-0370

●メール

gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

《しめきり》 2月末日 消印有効

【応募方法】

①クイズの答え  ②住所  ③氏名（ふりがな）

④年齢  ⑤議会だよりを読んだ感想

を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り

ください。議会だよりへの要望・意見等もありまし

たら、お願いいたします。

正解者の中から抽選で5名の方に図書カードをお送りいたします。

ご意見をいただいた方には個別に回答させていただいています。

No.187に
対する

次の問いに答えてください。

政策提案発表をしてくれたのは、
○○○○大学生のみなさん。Q

メールに移動

新型コロナウイルスに惑わ

されている今年。こんなとき

に大きな地震が起きた

ら!!感染対策に配慮した

避難所開設に直ちに取

りかかってください。お願い

します。

メールにて（61歳・女性）

「昭和町議会リモート防

災訓練を実施」の特集で

は、議員の皆様が色々と

努力している様子がわか

りました。（その他多くの貴

重な意見をいただきました

が誌面の都合上割愛さ

せていただきました）

メールにて（70歳・男性） ハガキにて（70代・女性）

追跡追跡
追
跡

令和3年に「町制施行50周年」を迎えるが、この大きな節目をアピールし、準備と事業企画をすべき

と思うが、住民参加で思い出に残る映像等を作成してはどうか。問
「45周年」はふるさとふれあい祭り開催前に記念式典を行ったが、「50周年」は別日程で開催したい

と考えている。加えて、何らかのイベントの実施を考えているが、具体的には新年度に庁内会議等で

検討していきたい。
答

町制施行50周年実行委員会が組織され、これまでに記念ロゴマークの

募集・決定や各種事業の専門部会の設置などが行われた。

今後は令和3年4月1日までを「事前周知期間」と位置づけ、記念ロゴ

マークを活用した周知を行い、令和3年度においては、記念式典を軸に

様々なイベント・事業を展開する予定。

町制施行50周年に住民参加の企画を
令和2年3月議会  河田 あけみ 議員

こう
なった

組合等議会報告組合等議会報告組合等議会報告

昭和町・韮崎市・南アルプス市・北杜市・甲斐市・中央市・早川町

身延町・南部町・富士川町・市川三郷町の5市6町で構成

歳入総額

負担金総額

1382万円

1062万円
792万円

67万円
歳出総額

昭和町負担額

山梨西部広域環境組合議会

【令和元年度決算】

これらの案件はすべて、

承認・可決・同意となりました。

あの質問はどうなった？あの質問はどうなった？

令和2年第2回定例会

昭和町・甲斐市・中央市・南アルプス市・富士川町・市川三郷町の

3市3町で構成

歳入総額

負担金総額

18億2676万円

13億5517万円
17億6979万円

1億6926万円
歳出総額

昭和町負担額

中巨摩地区広域事務組合議会

【令和元年度決算】

特別会計補正予算《2件》、監査委員の選任《１件》

【その他の議案】

9月定例会

専決処分《２件》、特別会計補正予算《１件》

【提出議案】

12月定例会

昭和町・甲府市・甲斐市・中央市の3市1町で構成

歳入総額

負担金総額

36億8791万円

33億4187万円
36億2730万円

2億6197万円
歳出総額

昭和町負担額

甲府地区広域行政事務組合議会

【令和元年度決算】

専決処分《2件》、特別会計補正予算《2件》、
条例一部改正《1件》、公平委員会委員の選任《1件》

【その他の議案】

12月定例会

県下27市町村で構成

歳入総額

負担金総額

1055億6661万円

5億337万円
1047億5552万円

1051万円
歳出総額

昭和町負担額

山梨県後期高齢者医療広域連合議会

【令和元年度決算】

専決処分《2件》、一般会計・特別会計補正予算《2件》、
条例一部改正《1件》、監査委員の選任《1件》

【その他の議案】

令和2年第2回定例会

昭和町・中央市・南アルプス市・富士川町・市川三郷町の2市3町で構成

歳入総額

分担金総額

4億7715万円

4億1687万円
4億5654万円

2645万円
歳出総額

昭和町分担額

三郡衛生組合議会

【令和元年度決算】

令和2年第2回定例会

町制施行50周年記念ロゴマーク
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■
 発

　
行

山
梨

県
昭

和
町

議
会

〒
4
0
9
-
3
8
8
0

山
梨

県
中

巨
摩
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青空と緑と産業のまち「昭和町」に住む

皆様にご意見・ご感想を伺いました。

Vol.51

　
昭
和
町
に
住
み
始
め
て
20

年
。

　
西
条
新
田
区
か
ら
西
条
二
区
、
そ
し
て
現
在
は
清
水

新
居
区
と
、
3
つ
の
地
区
で
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
各
地

区
で
知
り
合
っ
た
、
様
々
な
世
代
、
多
く
の
仲
間
に
可
愛

が
っ
て
い
た
だ
き
、
昭
和
町
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
が
、
町
内
3
校
が
ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
で
活
動
す
る
こ
と

で
、
幅
広
い
交
友
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
不
安
な
く
、

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
親
子

共
々
、
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
て
い
る
の
も
、
多
く
の
方

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
「
住
み
や
す
い
町
・
昭
和
町
」
に
住

ん
で
い
る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
昭
和
町
も
今
年
で
町
制
施
行
50

周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
先
人
の
皆
さ
ま
へ
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
半
世
紀
を
担
う
、
若
い

世
代
の
新
た
な
仲
間
が
「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
、
「
こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
魅
力
あ
る
昭

和
町
に
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、
何
か
し
ら
の
形
で
貢
献

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

清
水
新
居
区

も

ち

づ
き

た

け

 

お

さ
ん

望
月

　威
夫

☎275-8842（議会事務局）

【お問い合わせ】

議会を

　 傍聴

3月4日（木）
開催予定です

しませんか

次回定例会は
??

広報編集
常任委員会

小

林

　耐

三

長

田

　信

夫

石

原

　一

好

金

丸

　富

一

海

野

　

　豊

石

原

　政

信

委

員

長

副
委
員
長

委

　
　員

住んでみて

住
ん
で
良
か
っ
た
昭
和
町

　
結
婚
を
機
に
、
夫
の
実
家
の
あ
る
昭
和
町
河
西
に
移
り

住
み
5
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
は
周
り
に
知
り
合
い
も
な
く
、
今
後
こ
の
地
域

で
馴
染
め
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
思
う
事
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
で
は
2
人
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
夫
の

ご
両
親
に
も
手
助
け
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
楽
し
く
生
活

が
送
れ
て
い
ま
す
。
2
人
の
わ
ん
ぱ
く
な
息
子
達
は
外
に

出
か
け
る
の
が
大
好
き
で
、
夫
の
実
家
の
庭
や
近
所
へ
散

歩
に
行
っ
た
り
、
公
園
で
遊
ん
だ
り
、
子
育
て
し
て
い
く

上
で
も
昭
和
町
は
と
て
も
住
み
や
す
い
町
だ
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
子
ど
も
達
も
大
き
く
な
り
、
地
域
の

方
々
と
も
た
く
さ
ん
関
わ
り
を
持
ち
「
自
分
が
育
っ
た
町

は
良
い
町
だ
っ
た
な
」
と
大
人
に
な
っ
て
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
私
も
昭
和
町
に
貢
献
し
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
今
ま
で
「
普
通
」
に

生
活
で
き
て
い
た
事
が
ど
ん
な
に
幸
せ
な
事
だ
っ
た
の
か
身

に
染
み
て
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
終
わ
り
は
見
え
ま

せ
ん
が
早
く
元
ど
お
り
の
生
活
が
、
子
ど
も
達
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
日
が
来
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
町
に
住
ん
で
み
て

河
西
区

さ
ん

薬
袋

　つ
ば
さ

み

な

 

い

編

集

後

記

　年
が
明
け
、
早
く
も
ひ
と
月
が
た
と
う
と
し
て
い

ま
す
。

　町
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
検
討
し
、
町
へ
政
策
提
言
を
し
て
き
ま
し
た

が
、い
ま
だ
に
終
息
し
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
新
た
な
対
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

新
し
い
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
期
待
し
、
少
し
で
も
早

く
元
の
生
活
に
戻
り
た
い
も
の
で
す
。

　議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会
で
は
、
町
民
の
皆

様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
〝
議
会
じ
ゃ

あ
何
を
し
て
る
で
？
何
を
議
論
し
て
る
で
？
〞
と

い
っ
た
、
皆
様
の
知
り
た
い
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
多
く
の
皆
様
に
、
議
会
広
報
を
読
ん
で
い
た
だ

き
、
議
会
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
読
み
た

く
な
る
広
報
作
成
の
た
め
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
編
集
常
任
委
員
長

　
　
　
　小
林
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三
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